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ニューメンバーズ・サービス委員会

全
国
各
地
で「
ニュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
の
集
い
」を
開
催
中
!

講
演
と
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
る

T
K
C
東
北
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
メ

ン
バ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
主
催

「
よ
っ
て
か
た
っ
て
座
談
会
」
が
開
催

さ
れ
、
東
北
6
県
よ
り
、
高
橋
喜
晃

副
会
長
、
髙
田
哲
也
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ

ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
委
員
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
39
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
特
別
講
師
と
し
て
T
K
C
静

岡
会
の
多
々
良
信
彦
会
員
を
招
き
、

「
関
与
先
拡
大

│
│
高
付
加
価

値
事
務
所
を
目

指
し
て
」
と
題

し
た
講
演
が
行

わ
れ
た
。

具
体
的
に
は
事
務
所
承
継
後
の
13

年
間
に
わ
た
る
取
り
組
み
や
、
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
戦
略
に
つ
い
て
、

N
M
（
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
）
会
員

に
向
け
た
熱
意
溢
れ
る
内
容
と
な
っ

た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

①
当
事
務
所
の
一
番
の
こ
だ
わ
り

は
「
黒
字
決
算
割
合
」
で
あ
り
、
そ

の
割
合
は
74
％
に
達
し
て
い
る
。
そ

の
実
現
に
向
け
て
、
税
理
士
の
4
大

業
務
の
同
時
提
供
が
最
重
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
事
務
所
承
継
当
初

は
職
員
の
残
業
が
非
常
に
多
く
、
疲

弊
感
が
見
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
た

め
、
半
年
ご
と
に
方
針
を
変
え
な
が

ら
、
事
務
所
の
成
長
と
働
き
方
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

②
関
与
先
拡
大
に
お
い
て
は
、

「
月
次
か
つ
自
計
化
で
の
契
約
」
が

重
要
。

見
込
み
客
と
の
面
談
で
は
、
事
務

所
方
針
書
と
、
料
金
表
を
用
い
て
事

務
所
の
価
値
を
伝
え
る
よ
う
意
識
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
人
脈
作
り
と
し

て
、
金
融
機
関
へ
の
勉
強
会
開
催
提

案
や
、
無
料
相
談
会
へ
の
積
極
支
援

に
努
め
た
。

③
営
業
ツ
ー
ル
、
職
員
採
用
の
観

点
か
ら
、
H
P
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

は
必
須
と
考
え
て
い
る
。
N
M
会
員

が
業
務
品
質
で
大
規
模
事
務
所
に
対

抗
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、

H
P
の
品
質
を
高
め
、
優
秀
な
職
員

を
採
用
す
る
こ
と
は
可
能
。
求
職
者

は
必
ず
H
P
を
閲
覧
す
る
の
で
、
動

画
も
活
用
し
な
が
ら
待
遇
や
働
き
方

を
常
に
P
R
し
て
い
る
。
ま
た
、
採

用
後
は
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

研
修
受
講
に
よ
り
、「
3
年
で
15
件
」

の
担
当
を
持
て
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
る
。
さ
ら
に
T
K
C
シ
ス
テ
ム
活

用
に
よ
っ
て
業
務
の
標
準
化
が
進
み
、

属
人
化
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
当
事
務
所
で
は
税
理
士
試
験

休
暇
、
有
給
休
暇
の
連
続
取
得
を
推

奨
し
て
お
り
、
担
当
者
不
在
時
の
「
代

打
制
度
」
を
導
入
し
、
職
員
が
安
心

し
て
休
暇
を
取
得
で
き
る
環
境
づ
く

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
委
員
会

東
北
会
よ
っ
て
か
た
っ
て
座
談
会
（
T
K
C
東
北
会
）

■
と
き
：
令
和
8
年
6
月
5
日
㈮
　
■
と
こ
ろ
：
T
K
P
仙
台
青
葉
通
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

多々良信彦会員（TKC静岡会）

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
で
は
、
各
地
域
会
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
の
集
い
」

を
開
催
し
て
い
る
。
今
月
号
で
は
6
月
に
開
催
さ
れ
た
T
K
C
東
北
会
・
T
K
C
関
東
信
越
会
・
T
K
C
四
国
会
の
開
催
内
容

を
紹
介
す
る
。
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ニューメンバーズ・サービス委員会

り
に
努
め
て
い
る
。
結
果
と
し
て
業

務
の
さ
ら
な
る
標
準
化
の
促
進
に
も

寄
与
し
て
い
る
。

講
演
後
は
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
情
報
交
換
会
を
行
っ
た
。

各
会
員
の
お
悩
み
相
談
や
、
講
義
を

「
T
K
C
関
東
信
越
会
ニ
ュ
ー
メ
ン

バ
ー
ズ
の
集
い
2
0
2
6
in
宇
都

宮
」
が
、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
に

て
2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
増
山
英
和
T
K
C
関
東
信

越
会
会
長
を
は
じ
め
、
89
名
の
会
員
、

未
入
会
の
税
理
士
、
公
認
会
計
士
が

参
加
し
た
。

初
日
は
小
澤
元
一
T
K
C
関
東
信

越
会
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ

ス
委
員
長
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
増
山
会
長
に
よ
る
「
T
K
C

全
国
会
の
事
業
目
的
と
会
員
事
務
所

の
経
営
戦
略
│
│
月
次
巡
回
監
査
の

断
行
と
税
理
士
4
大
業
務
の
完
遂
が

事
務
所
発
展
の
基
礎
と
な
る
!
」
を

受
け
て
事
務
所
経
営
に
取
り
入
れ
た

い
こ
と
等
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
「
よ
っ
て
か
た

っ
て
座
談
会
」
は
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。

（
東
北
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

根
岸
祐
太
）

テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
と
、
3
名

の
会
員
に
よ
る
「
開
業
体
験
座
談

会
」、
参
加
者
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

事
務
所
経
営
の
答
え
は
T
K
C
に
あ
る

増
山
会
長
の
講
演
は
経
験
談
を
交

え
な
が
ら
「
事
務
所
経
営
に
関
す
る

答
え
は
全
て
T
K
C
に
あ
る
」
と
解

説
。開

業
座
談
会
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
開
業
か
ら
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
等
が
具
体
的
に
紹
介
さ

れ
た
。
2
日
目
は
T
K
C
中
部
会
ニ

ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
委
員

長
の
中
村
友
悟
会
員
を
講
師
に
迎
え
、

「
T
K
C
と
共
に
歩
む
、
事
務
所
成

長
の
『
正
解
』
│
│
拡
大
・
採
用
・

育
成
を
軌
道
に
乗
せ
る
実
践
ス
テ
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

中
村
会
員
か
ら
は
関
与
先
拡
大
、

職
員
採
用
と
教
育
、
事
務
所
体
制
の

構
築
に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験
談
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
等
が

具
体
的
に
解
説
さ
れ
た
。

ま
た
、
関
与
先
拡
大
に
つ
い
て
は
、

新
規
案
件
の
70
％
が
紹
介
（
関
与

先
・
他
士
業
・
金
融
機
関
等
）
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
特
化
型
で
は
な
く

「
普
通
に
、
真
面
目
に
」
を
貫
く
こ

と
が
最
も
差
別
化
に
な
る
と
説
明
さ

れ
た
。

採
用
に
つ
い
て
は
、
A
I
を
活
用

し
て
お
り
、
育
成
に
つ
い
て
は
所
長

の
判
断
基
準
を
文
書
化
（
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
）
し
、
職
員
の
心
理
的
安
全
性

を
守
っ
て
い
る
こ
と
等
が
具
体
的
に

説
明
さ
れ
た
。

中
村
会
員
の
講
演
後
、
氏
家
健
二

T
K
C
関
東
信
越
会
共
済
制
度
推
進

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
の
集
い
in
宇
都
宮
（
T
K
C
関
東
信
越
会
）

■
と
き
：
令
和
8
年
6
月
12
日
㈮
〜
13
日
㈯
　
■
と
こ
ろ
：
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

増山英和TKC関東信越会会長による基調講演
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答
え
は
全
て
T
K
C
に
あ
る
」
と
解

説
。開

業
座
談
会
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
開
業
か
ら
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
等
が
具
体
的
に
紹
介
さ

れ
た
。
2
日
目
は
T
K
C
中
部
会
ニ

ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
委
員

長
の
中
村
友
悟
会
員
を
講
師
に
迎
え
、

「
T
K
C
と
共
に
歩
む
、
事
務
所
成

長
の
『
正
解
』
│
│
拡
大
・
採
用
・

育
成
を
軌
道
に
乗
せ
る
実
践
ス
テ
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

中
村
会
員
か
ら
は
関
与
先
拡
大
、

職
員
採
用
と
教
育
、
事
務
所
体
制
の

構
築
に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験
談
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
等
が

具
体
的
に
解
説
さ
れ
た
。

ま
た
、
関
与
先
拡
大
に
つ
い
て
は
、

新
規
案
件
の
70
％
が
紹
介
（
関
与

先
・
他
士
業
・
金
融
機
関
等
）
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
特
化
型
で
は
な
く

「
普
通
に
、
真
面
目
に
」
を
貫
く
こ

と
が
最
も
差
別
化
に
な
る
と
説
明
さ

れ
た
。

採
用
に
つ
い
て
は
、
A
I
を
活
用

し
て
お
り
、
育
成
に
つ
い
て
は
所
長

の
判
断
基
準
を
文
書
化
（
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
）
し
、
職
員
の
心
理
的
安
全
性

を
守
っ
て
い
る
こ
と
等
が
具
体
的
に

説
明
さ
れ
た
。

中
村
会
員
の
講
演
後
、
氏
家
健
二

T
K
C
関
東
信
越
会
共
済
制
度
推
進

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
の
集
い
in
宇
都
宮
（
T
K
C
関
東
信
越
会
）

■
と
き
：
令
和
8
年
6
月
12
日
㈮
〜
13
日
㈯
　
■
と
こ
ろ
：
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

増山英和TKC関東信越会会長による基調講演
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ニューメンバーズ・サービス委員会

委
員
長
に
よ
る
「
共
済
制
度
活
用
の

ご
案
内
」、
角
能
一
徹
T
K
C
サ
プ

ラ
イ
事
業
部
長
に
よ
る
「
事
務
所
通

信
デ
ジ
タ
ル
版
の
ご
案
内
」
が
あ
っ

た
。
最
後
に
支
部
ご
と
に
分
か
れ
て

内
容
の
振
り
返
り
が
行
わ
れ
、
2
日

間
に
わ
た
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
大
盛

「
第
37
回
T
K
C
四
国
会
ニ
ュ
ー
メ

ン
バ
ー
ズ
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
会
員
お
よ
び
未

入
会
の
税
理
士
を
含
む
30
名
が
参
加

し
た
。

T
K
C
方
式
の
自
計
化
推
進
が
重
要

初
日
は
渡
邊
洋
一
T
K
C
四
国
会

会
長
に
よ
る
講
演
か
ら
始
ま
り
、
基

調
講
演
で
は
、
K
F
S
実
践
に
向
け

た
具
体
的
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

池
田
陽
輔
会
員
（
高
知
支
部
）
に

よ
る
講
演
で
は
、
事
務
所
運
営
に
お

け
る
人
材
育
成
や
制
度
整
備
に
加
え
、

有
益
で
あ
っ
た
」、「
T
K
C
シ
ス
テ

ム
の
徹
底
活
用
に
よ
り
付
加
価
値
業

務
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を
実
感

し
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

当
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
四
国
会
の
会

員
が
講
師
を
務
め
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
者
に
と
っ
て
身
近
で
実
践
的
な

内
容
と
な
り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

方
向
性
を
整
理
で
き
る
有
意
義
な
機

会
と
な
っ
た
。

（
四
国
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

坂　

祐
希
）

況
の
う
ち
に
終
了
と
な
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
事
務
所
方
針
を

作
成
す
る
重
要
性
が
よ
く
分
か
っ

た
」、「
T
K
C
の
運
動
方
針
を
一
つ

ず
つ
実
践
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
栃
木
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

金
子
輝
一
郎
）

T
K
C
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
活
用
、
さ

ら
に
は
金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

関
与
先
拡
大
な
ど
、
実
務
に
即
し
た

取
り
組
み
が
共
有
さ
れ
た
。
ま
た
、

浮
田
知
希
会
員
（
香
川
支
部
）
に
よ

る
講
演
で
は
、「
事
務
所
方
針
を
明

確
に
し
た
上
で
段
階
的
に
取
り
組
む
。

T
K
C
方
式
の
自
計
化
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
実
践
的
示

唆
が
示
さ
れ
た
。

講
演
後
に
は
、
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー

ズ
会
員
に
よ
る
実
践
宣
言
書
の
発
表

が
行
わ
れ
、
各
自
が
今
後
の
取
り
組

み
方
針
を
発
表
し
合
い
、
実
践
に
向

け
た
意
思
が
共
有
さ
れ
た
。

2
日
目
に
は
、
蛭
沼
真
会
員
（
愛

媛
支
部
）
お
よ
び
大
久
保
宏
二
会
員

（
徳
島
支
部
）
に
よ
る
基
調
講
演
「
開

業
奮
闘
記
」
が
行
わ
れ
、
開
業
間
も

な
い
立
場
な
ら
で
は
の
課
題
や
工
夫

が
語
ら
れ
、
開
業
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
準
備
、
直
面
し
た
課
題
や
、
試

行
錯
誤
の
実
体
験
が
共
有
さ
れ
た
。

続
い
て
、
2
日
間
の
振
り
返
り
と

し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

参
加
者
相
互
の
意
見
交
換
を
通
じ
て

学
び
の
深
化
が
図
ら
れ
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
実
践
事
例
が
事
務
所
運

営
に
直
結
す
る
内
容
で
あ
り
極
め
て

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
の
集
い
in
徳
島
（
T
K
C
四
国
会
）

■
と
き
：
令
和
8
年
6
月
12
日
㈮
〜
13
日
㈯
　
■
と
こ
ろ
：
ザ
・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島

▶5,500円（税込み）
※資料代と懇親会費となります
※交通費・宿泊費は自己負担になります

※スケジュール・講演内容は変更される場合があります。

▶TKC社長講演　飯塚真規TKC社長
▶パネルディスカッション
未来への決断
その一歩が税理士の未来をつくる

▶TKC全国会会長講演　坂本孝司TKC全国会会長
▶分科会

▶ホテルオークラ神戸
●JR・阪神「元町駅」より徒歩約10分
●新幹線「新神戸駅」からはタクシーで約15分
●神戸空港からはポートライナー・JR利用で約25分

▶5,500円（税込み）
※資料代と懇親会費となります
※交通費・宿泊費は自己負担になります

第1分科会

第2分科会

第3分科会

第4分科会

11月13日
（金）

11月12日
（木）

関与先拡大のきほん
～3年後、理想の事務所へ～

TKCシステムで会計を未来につなぐ
～365日変動損益計算書・継続MAS・AI活用と実践～

高付加価値事務所への道
～顧客と共に歩む事務所への第一歩～

選ばれる採用、伸びる教育、揺るぎない事務所管理
～関与先と共に成長する組織作り～

開 催 内 容

会 場 参 加 費 用

TKC New Members Forum
2026 in 神戸
未来への決断 その一歩が税理士の未来をつくる
「TKCニューメンバーズフォーラム」は、全国各地の税理士・公認会計士の皆さまが一堂に会し、地域を
超えた相互交流と事務所経営の悩みをズバリ解決する場を提供することを目的としています。
今年は神戸での開催となります。ぜひご参加いただき、皆さまと税理士の未来を考える機会にしたいと
存じます。

TKC全国会ニューメンバーズ・サービス委員会／株式会社TKC

11月12日（木）
13時開始
▼

11月13日（金）
12時終了
初日終了後、

懇親会を行います
（18：00～19：30）

ＴＫＣニューメンバーズフォーラム


